






【要約】

　小児期の骨の部位別に骨密度を測定した。踵骨Stiffess 値、橈骨遠位端 20%の CD 直は、

腰椎および大腿骨頚部骨密度と比較的良く相関しており、今後小児期における骨密度スク

リーニングの測定法としての可能性が示された。

　同時に行った栄養調査により栄養摂取状況が及ぼす影響は骨の部位によって相異がある

ことが明らかとなった。カルシウム摂取は小児期の時点では腰椎骨密度のみに影響を及ぼ

していた。今後カルシウム摂取の長期的な骨密度への影響については、骨の部位別を含め

さらに検討する必要があると考えられた。


